
マテンゴ語における『母音挿入」

米  田  信  子

“VoweHme吋iom”im血e Matemgo L㎜glIage

         Nobuko Yoneda

                抄     録

 マテンゴ語では、形態素の結合の際にその境界に母音が挿入されることがある。これは

文法的にも意味的にも影響を与えるものではないが、単に音声的条件によって起こってい

るわけでもない。本稿では、この現象の現われ方を検討し、「母音挿入」が引き起こされ

る環境と条件について考察する。
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Abs山acl

 In Matengo，a vowel is sometimes inserted between morphemes when they are com－

bined．This vowel doesn’t afrect either the grammar or the sematics．At the same time，it’s

not simply a phonetic phenomenon．This paper will discuss the environment and the con－

dition in which the“vowel insertion”happens。
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1．はじめに

1．1本稿の目的

 マテンゴ語はアフリカ大陸赤道以南に広く分布しているバンツー諸語のひとつで、タン

ザニア西南端、マラウイ湖東岸に位置するンビンガ県で話されている1。他のバンツー諸

語と同様にマテンゴ語は極めて膠着性の高い言語であり、いくつもの形態素が結合して語

が形成される。その結合の際、形態素の境界に母音が挿入されることがある。この母音の

挿入は、文法的にも意味的にも影響を及ぼすものではない。この現象を「母音挿入」と呼

ぶことにする。本稿では、母音挿入が起こる環境と条件について考察し、さらに母音挿入

との区別が明確でない別の現象との違いを明らかにすることを試みる。なお本稿で用いる

マテンゴ語のデータは、すべて筆者が現地調査によって収集したものである2。

1．2基本的な音韻・文法事項

 本論に入る前に、マテンゴ語の音韻・文法事項のうち本稿に関係していることがらにつ

いて簡単に示す。マテンゴ語文法の詳細は米田（2000）を参照されたい。

121マテンゴ語の母音と子音

 マテンゴ語の母音は、i，e、ε、a，u，o，oの7音で、それぞれに長短の対立がある。

母音： ハ，e，ε，a，つ，O，u／

    ／i：， e：， ε：， a1， 0：， O：， u：／

子音は以下のとおりである。

両唇音 歯茎音 硬口蓋音 軟口蓋音 声門音

閉鎖音  （vl）  p   t

     （vd） b

摩擦音  （Vl）      S

破擦音  （vd）

側面接近音        1

鼻音      m   n

半母音     W

     k

     g

         h

d3

Ti     口

j

 体系的には、側面接近音／1／と有声破擦音ノd3／が、それぞれパノ、ノs／に対立する有

声音であると考えられる。これらは鼻音に先行される環境では、それぞれ異音［d］、［dz］

で現われる。従って［ndzコ、 ［ndコは音韻論的には／nd3／、ノn1／であるが、本稿ではこ

れらをそれぞれndz，ndと表記する3。
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 形態素の結合によって母音が連続する場合、それが同じ母音の連続であれば、ひとつに

融合される。異なる母音が連続する場合は以下のような縮約が起こる。

①前方の母音がu，iの場合

  u・iは半母音化して、それぞれW，jで現われる。

  u＋i→wi mu一十ihi    →  mwihi   「けちな人sg．（1）4」

  u＋ε→wε  lu一 十εmbε    →  lwεmbε    「かみそりsg．（11）」

  u＋a→wa mu一十ana    →  mwana    「子供sg．（1）」

  u＋つ→wつ gu一十っha    →  gwっha    「それ全体（3）」

  i＋u→ju  li一 十uOgula   →  ljuOgula   「小カエルsg．（5）」

  i＋ε→jε  hi一十εmbεmbi →  hjεmbεmbi  「みぞおちpl．（8）」

  i＋a→ja  li一 十akapo09u  →  ljakapo口9u  「ばば鷹sg．（5）」

  i＋っ→jっ  mi一十コd3っ    →  mjっd3っ    「胸pl．（4）」

ただしiの直前の子音がs，d35の場合には半母音化は起こらず、後ろの母音に融合される。

si＋V→sV

d3i＋ V→d3V

si一 十〇bi

 ci） hi一 十 〇bi

si一 十εpu

cf）hi一十εpu

d3i・十〇mε

 Ci）li・十0mε

d3i一 十 a口9u

 Cf） Ii一 十 a09u

sobi

hjobi

sεpu

hjεpu

d3omε

ljOmε

d3a09u

lja09u

「爪sg．（7）」

「爪pl．（8）」

「ふるいsg．（7）」

「ふるいpl．（8）」

「大切な～（9）」

「大切な～（11）」

「私の物Sg．（9）」

「私の物sg．（11）」

②前方の母音がaの場合

 前の母音は後ろの母音に融合される。

a＋i→
a＋u→
a＋ε→

a＋つ→

ma一十ihu

ma一十u09ula

ba一十εnε

ba一 十つha

mihu

mu09ula

bεnε

bつha

「目pL（6）」

「小カエルpl．（6）」

「持ち主pl．（2）」

「彼らみんな（2）」
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122 基本的な文法事項

 バンツー諸語は名詞クラスとその文法呼応システムで知られているが、マテンゴ語にも

名詞クラスがある6。名詞クラスとは、言わば文法性（gender）のようなもので、すべて

の名詞がいずれかのクラスに属している。それぞれのクラスには独自の名詞クラス接頭辞

があり、それによって、その名詞が属しているクラスが示される。名詞の構造は「名詞ク

ラス接頭辞一名詞語幹」である。例えば、 「蜂」を意味する名詞1ud3usiは11クラスに属

しており、11クラスの名詞クラス接頭辞1u一と名詞語幹d3usiという2つの形態素で構成さ

れている。各クラスの名詞クラス接頭辞と呼応接辞は表1に示すとおりである。

表1．各クラスのクラス接頭辞と呼応する主語辞・目的語辞・属辞

名詞クラス接頭辞（NC） 主語辞
iS）

目的語辞
@ （0）

属辞名詞クラス
① ②

1 1Sg．

@  2sg．

@  3sg．

一…mu一 一一N一  n－

Xu－

рRu一

一n一

黷Xu一

黷高譜

d3wa

2 ユpl．

@  2pl．

@  3pL

……ba一

 一

@一
≠汲∴黶^a一

tu－

高普|

b＝^a一

一tu一

黷高譜鼈

a一�

a

�
u一�

一� u一� 9u一� Wa
� i一� 3i一� d3i一� 3a

� i一� i一� 1i一� ja

�
a一� a一� 9a一� a

� i－      ki一� i一� ki一� a

� i－       i一� 一� i一� ja

� 一� 3i一� d3i一� 3a

0� 一�
一� i一� ja

ユ� u一� u一� 1u一� Wa

2� a一� a一� ka一� a

3� u一� u一� tu一� Wa

4� 一� u一� 9u一� Wa
5� u一� u一� ku一� wa
6�

a■� a一� Pa一�

7� u一� u一� ku一� a
8�

u一� u一� mu一�

0� u一� u一� 9u一� Wa

①と②の区別がある場合には、①が基底形、②はその異形態である。②の異形態は、子

で始まる2音節以上の名詞語幹に付く場合に現われる。①の形で現われるのはそれ以外

場合、すなわち母音で始まる名詞語幹あるいは1音節の名詞語幹に付く場合である。接

辞N一（ユ、3クラス）は音節主音的鼻音で、後続する子音と同調音点で現われる。

マテンゴ語の動詞と動詞文は以下のように構成される。なおNCは名詞クラス接頭辞、

ろの（）の数字はクラス名を表わす。形態素の境界はハイフン（一）で示す。以下同

。
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□lu－d3usi lu－ a－mu－1um－iti   N－bud3amundu
「蜂sg（1ユ）」  S（11）一時一 〇（1〕一「かむ」一語尾    「老女彗g（1）（NC（ユ）一名詞語幹）」

主語  ト  動詞   一一■     目的語

      1ud3usi1uamulumiti Nbud3ammdu「蜂が老女を刺した」

 名詞クラスはマテンゴ語の文法呼応の基盤となるものである。主語辞（S）は、主語名

詞が属している名詞クラ久に呼応して動詞の語頭に付けられる接辞である。上の文では主

語名詞が11クラスに属するlud3usiなので、ユ1クラスに呼応する主語辞1u一が付加されてい

る。目的語辞（O）は、目的語名詞が属している名詞クラスに呼応して動詞語幹の直前に

付けられる接辞である。上の文では目的語名詞が1クラスに属するNbud3amunduである

から、1クラスに呼応する目的語辞mu一が付く。ただし目的語名詞が人物以外のものを表

わしている場合は、動詞に目的語辞を付けないのが」般的である。文の必須構成要素は動

詞のみで、主語名詞や目的語名詞が省略されている場合は、主語辞と目的語辞は代名詞と

して機能する。

tu   至   mu －butuki1   a

S（2plジ  時    O（1）  「追いかける」  一語尾

「我々は彼を追いかける（未来）」

2．母音挿入の現われ方

 挿入される母音は、境界の直後の音節の母音と同じ母音である。例文ではイタリック体

で示す。

                ハ
C1VユーC2V2 → CユVユーV2－C2V2

             〈
1）mu－kibega  → mu－f－kibega   → mwikibega

  mu一（Nc（18））、ki－bega r土鍋。g（7〕（Nc（7）一名詞語幹）」

             〈
2）ki－matε口9つ  → si－o－matεη9o  → samatε09つ

   ki／si一（Nc（7））、matε口9つrマテンゴ（民族名〕」

            〈
3）na－luhombi → na－u－luhombi   → nuluhombi

   na一（r随伴」前置詞）、lu－hombi r土（ユ1）（Nc（11〕一名詞語幹〕」

「土鍋の中」

「マテンゴ語」

「土で（を使って）」

 側3だけを見れば、na一の母音aが後ろの母音と同化しているとも考えられる。しかし

ながら側ユを見ると、mu一の母音uは、単に後ろの母音と同化しているのではなく、半母
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音化して残っている。また側2では接頭辞がki一ではなくsi一で現われているが、si一で現わ

れるのは母音の直前に接辞される場合の形態である（表1参照）。従ってkiの直後には母

音があるはずである。1や2のような例から、側3についてもこれらと同じ現象、つまり

接辞のうしろに母音が挿入されていると考えられる。

3．母音挿入が起こる環境

 母音挿入が起こるのは、名詞の直前と目的語辞の直前である。ただしこれらの位置に常

に母音が挿入される訳ではなく、限られた場合だけである。以下、母音挿入が起こる環境

を詳しく見ていく。

3．1名詞の直前

3，1，1場所クラス接頭辞十名詞

 「場所クラス接頭辞」とは、「場所クラス」と呼ばれる16，17，18クラスのクラス接頭

辞のことである。場所クラスは他の名詞クラスとは性質が異なり、16，17、ユ8クラスに元々

属しているという名詞は存在しない。つまり場所クラスとは、クラス接頭辞だけが存在し

ている名詞クラスである。これら場所クラス接頭辞が他のクラスに属している名詞に付く

ことによって、それらの名詞は新たに場所クラスに属することになるのである。同時に、

付いたクラス接頭辞によって名詞には以下のような意味がそれぞれ付加される。

16クラス   pか

ユ7クラス    ku－

18クラス     mu一／N一

「～の場所」、 「～の時に」．

トの付近」、トヘ」

「～の中」、  「～から」

 場所クラス接頭辞は名詞の前に付加されるが、その際に場所クラス接頭辞と名詞の間に

母音挿入が起こる。

4）mu－magolu  → mu－o－mago1u  → mwamagolu  「足から」

  NC（ユ8）’「足pl（6）（NC（6）一名詞語幹）」

5）ku－kibega  → ku－f－kibega   → kwikibega   「土鍋付近」

  NC（17）’「土鍋sg（7）（NC（7）一名詞語幹）」

6）pa－1uhusa  → pa－u－luhusa  → pu1uhusa    「軒下で」

  NC（16）．「軒下目g（11）（NC（11）一名詞語幹）」

側4～6は、いずれも場所クラス接頭辞と名詞の間に母音挿入が起こっている。しかし

ながら、以下に示すように場所クラス接頭辞と名詞の間でも母音挿入が起こらない場合も
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ある。

7）mu－sindanu  → musindanu

 NC（ユ8〕一「釜十sg（9〕 （NCφ一名言司書吾幹）」

「針の穴の中」

8）ku－sεmusεmu → kusεmusεmu

 NC（17）一「泉sg（9）（NCφ一名詞語幹」

「泉の付近」

9）Pa－sεmusεmu → Pasεmusεmu

 NC（ユ6）．「泉sg（9）（NCφ一名詞語幹」

「泉で」

10） ku－tandzania  →  kutandzania

  NC（17）一「タンザニア」

「タンザニアヘ」

 側7～9は、9クラスの名詞に場所クラス接頭辞が付いた例であるが、これらはどれも

名詞クラス接頭辞がφである。また側10は固有名詞に場所クラス接頭辞が付いているが、

固有名詞には元々名詞クラス接頭辞が付いていない。つまり、名詞クラス接頭辞が付かな

い名詞に場所クラスの接頭辞が付加される場合には母音挿入は起こらないと言える。

 ところが例1上13のように、場所クラス接頭辞の後ろにある名詞に名詞クラス接頭辞が

付いているにも拘わらず母音挿入が起こらない場合があ糺

u）pa－mihu    → pamihu

  NC（ユ6〕’「目pl｛6〕（NCく6〕一名詞語幹）mihu〈ma－ihu」

「顔（目のある場所）」

ユ2）mu－lihu    → mulihu

  NC（18）’「目sg（5）（NC（5）一名詞語幹）lihu＜li－ihu」

「目の申」

13） ku－bandu    一十  kubandu

  NC（工7）一「人pl（2）（NC（2）一名詞語幹）」

「人々がいるあたり」

 これらの例には、後ろの名詞が2音節であるという共通点がある。つまり名詞クラス接

頭辞を除いた部分の音節が1音節ということである。側11，12の名詞語幹は2音節だが、

クラス接頭辞の母音と語幹頭の母音が融合しているため、結果的に1音節語幹の名詞と同

じ音節数になっている。表1に挙げた名詞クラス接頭辞の現われ方をみても、名詞語幹が

1音節の場合には、それ以外の場合とは異なる振る舞いをしていることがわかる。従って、

母音挿入に関しても1音節語幹の名詞（つまり2音節名詞）が他の名詞の場合とは異なる

振る舞いをすると考えることは妥当であろ㌔
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3．1．2 名詞クラス接頭辞十地名、民族名

 地名や民族名などの固有名詞には、場所クラス接頭辞以外に、1クラス、7クラスの名

詞クラス接頭辞を付けること」ができる。それぞれ以下のような意味が加えられる。

1クラス   mu一／N－

7クラス  si一／ki一

「～の人」、 「～人」

「～言吾」、  「～白勺」

ユ4） N＿afulika

ユ5）N－9elumani

ユ6）N－d3・p・・i

ユ7）ki－nand3a

18）ki－gelumani

19）kトd3・p・・i

mWafulika

Ngelumani

Nd3apani

kirユand3a

kige1umani

kidzapani

「アフリカ人」

「ドイツ人」

「日本人」

「ニャンジャ語」

「ドイツ語」

「日本語」

 例ユ4～19が示すとおり、固有名詞の前に名詞クラス接頭辞が付加されても、その境界に

母音挿入は通常起こらない。ところが次の例のように母音挿入が起こる場合もある。

20）N－malawi   → mu－o－ma1awi → mwamalawi

  NC（1）’「マラウイ（国名〕」

「マラウイ人」

21）N－matεOgo  → mu一σ一matεOgo → mwamatε口9つ

  NC｛1〕一「マテンゴ（民族名）」

「マテンゴ人」

22）N－masai   → mu一α一masai  → mwamasai

  NC（ユ）一「マサイ（民族名）」

「マサイ人」

23）ki－masai   → si－o－masai   → samasai

  NC（7）I「マサイ（民族名）」

「マサイ語」

 側20～23はすべてmaで始まる固有名詞であるが、例が示しているとおりmaで始まる

固有名詞の前に名詞クラス接頭辞が付くと母音挿入が起こり、いずれもaが挿入されてい

る。これまでの例を見る限り、9，10クラスの名詞や固有名詞のように語頭に名詞クラス

接頭辞が付いていない名詞の場合には、その前に別のクラス接頭辞が付いても母音挿入は

起こらなかった。それではmaで始まる固有名詞の場合にはなぜ母音挿入が起こっている

のだろうか。

 これはマテンゴ語にma一という名詞クラス接頭辞（6クラス）が存在していることが

影響していると思われる。語頭音節がmaの地名・民族名では、その部分が名詞クラス接
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頭辞とみなされ7、「他の名詞クラス接頭辞の前にさらに別の名詞クラス接頭辞が付加さ

れる場合」と同じ現象が起こっていると考えられる。この場合も、固有名詞が2音節であ

れば、母音挿入は起こらない。

24）ki－manda   →

  NC（7）．「マンダ（民族名）」

kimanda 「マンダ語」

3．1．3接続詞／前置詞m＋名詞

 naは、句と句あるいは節と節を並列の関係で結ぶ等位接続詞である。また、naは「～

を伴なって」という随伴の意味を表わす前置詞としても機能する。いずれの機能で用いら

れる場合にも、naと名詞の間に母音挿入が起こる。naの母音aは挿入された母音に融合

されるため、結果的にnaの母音は後続する名詞の名詞クラス接頭辞の母音と同じ母音で

現われることになる。

25）na－luhombi  →

  随伴．「土（11）」

na－u－luhombi → nu1uhombi 「土で」

26）na－1imbε1ε1ε →

  随伴’「羊sg（5〕」

na一’一1imbε1ε1ε → nilimbε1ε1ε 「手といっしょに」

27）mbatata na－lihimbi →

  「薩摩芋sg（9）」並列一「ヤム芋sg（5〕」

mbatata na一’一1ihimbi →  mbatata nilihimbi

   「薩摩芋とヤム芋」

 母音挿入が起こるのは、naの後ろに名詞が続いている場合だけで、後ろに動詞が続い

ている場合には母音挿入は起こらない。

28） tutε1εka     na

  「1plが料理する」 並列

d3ugolola

「3sgが食器を洗う」

→     tutε1εka na d3ugolola

     「我々が料理し彼が食器を洗う」

 また3．I．1，3．1．2の場合と同じく、母音挿入が起こるのはnaの後ろに続く名詞が、名

詞クラス接頭辞の付く3音節以上の名詞の場合に限られる。側29のように2音節の名詞や

側30のように名詞クラス接頭辞が付いていない名詞が後ろに続く場合には母音挿入は起こ

らない。

29） likutu   na－lihu      一十

  「耳sg（5〕」 並列I「目sg（5）」

1ikutu nalihu 「耳と目」
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30）misima1i na －tibili     →

  「金釘pl（4）」 並列 「木釘；g∫pl（9／1O）」

misimali natibili 「金釘と木釘」

3．1．4日辞十名詞

 トの…」という表現に用いられる属辞は、属辞の前に位置する名詞に文法呼応し（表

1参照）、後ろ側の名詞の語頭に付加される。語順は次のとおりである。

1ihina

r名前s竃（5）」

1ja－  hつmba

属辞（5） 「魚sg’pl（9／1O）」

「魚の名前」

 後ろに位置している名詞と属辞が結合する際に、属辞の後ろには、挿入母音として、後

続する名詞の名詞クラス接頭辞の母音が挿入される。属辞の母音aは挿入された母音に融

合されるため、結果的に属辞の母音は後続名詞の名詞クラス接頭辞の母音と同じ母音で現

われることになる。

23）mambandi ga一

  「枝pl（6）」  属（6〕

mikつ09u  →

「木Pl（4）」   →

mambandi ga一グmikっ口gu

mambandi gimikっOgu 「木の枝」

24） sindu    sa＿

  「物5g（7）」 属（7〕

kutε1εka     →

「料理すること（15）」→

sindu sa＿u＿kutε1εka

sindu sukutε1εka 「料理の道具」

25） kugolu

  「足sg（15）」

kwa－kitεu     →

属く15） 「椅子sg（7）」   →

kugolu kwa一’一kitεu

kOgolu kwikitεu 「椅子の脚」

 属辞の後ろに続く名詞が2音節以下の場合、あるいは名詞クラス接頭辞を取らないもの

の場合には、母音挿入は起こらない。

26） kibnda   sa  一

  「傷痕sg（7）」 属（7）’

1inu    →

「歯sg（5）」

kilつnda salinu 「歯の跡」

27）mandilisa ga 一∫1umba   →

  「窓pl（6）」 属（6）． 「家sg（9）」

mandilisa ganumba 「家の窓」

28）mwotっ gwa－kっbbっhi   →

  「火（3）」 属（3〕一 「ランプsg（9〕」

mwoto gwakっbbっhi 「ランプの火」
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3．2 目的語辞の前

 動詞の中に母音が挿入されるのは、常に目的語辞の直前である。主語辞と目的語辞の間

には時辞が位置するが、現在を表わす時辞はφであり、その場合には主語辞の直後に目

的語辞が位置することになる。その結合の際に母音挿入が起こる。

3．2，1母音uを持つ主語辞十目的語辞

 母音uをもつ主語辞の直後に目的語辞が続く場合、これらの間に目的語辞の母音が挿

入されることがある。これは自由変異である。挿入母音が入るとS辞の母音uが半母音

化するので、結果的にCwVで現われる（Cは子音を表わす）。

29）d3・一d3i－bつpつ1－iti  →d3i－1－d3i－bopつ1・iti

  s（3・g）一〇（g）・r放つ」・語尾8  →d3wid3ibっpwili  「彼はそれ（9）を放った」

cf）目的語辞がない場合

 29’）d3u－bつpつ1－iti    → d3ubつpwili

   S（3sg）一「放つ」’語尾

「彼は放った」

30） gu  ＿ga －bag ＿iti

  S（2彗g）一〇（6〕一「酉己る」I言吾尾

一十 @ 9u－o－9a－ba9－iti

→ gwagabagiti    「君はそれ（6）を配った」

3．2．2 1人称単数の主語群皿一十目的語辞

 1人称単数の主語に呼応する主語辞n一は単独では音節を形成することができないため、

後続する音節に組み込まれてしまう。ところがこの主語辞の直後に目的語辞が続く場合に

は、その目的語辞と同じ母音が挿入され、挿入された母音とともに新たな1音節をつくる。

31） n   －gu  －bっn －iti

  S（ユsg）．O（2sg〕 「見る」一語尾

→  n－u・9u－bつn－iti

→  nugubつniti

       「私は君を見かけた」

32）n  －ki－bo：1 －a samatε口gっ   → n一’一ki－bo：1－a samatεogっ

  s（1sg）一〇（7）r教える」・語尾rマテンゴ語（7）」  → nikibo：la samatε口9o

                           「私はマテンゴ語を教える」

33）n  －ka－keOgek－a kamwana    → n－o－ka－keOgek－o－kamwana

  s（1s9）一〇（12）’「抱く」 一語尾r赤ちゃんsg（エ2）」 → nakakeOgeka kamwana

                           「私は赤ちゃんを抱く」
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4．母音挿入と母音交替

 3章で見てきたように、母音aの直後に母音Vが挿入された場合にはaがVに融合さ

れてしまうため、現われ方はaをVに置き換えた場合と同じになる。つまり、母音aが

母音Vで現われる現象に対しては2とおりの解釈が可能である。

A：aはVに置きかえられた（母音交替）

B：aの直後にVが挿入された後、a＋V→Vという融合が起こった（母音挿入）

 この章では、時辞の母音が直後にある目的語辞の母音と同じ母音で現われる現象につい

て、上記のいずれの解釈が適当であるかを検討する。さらに3章で「母音挿入」として捉

えてきた各現象についても検討する。

マテンゴ語の時辞9には以下のようなものがある。

一φ一  現在

一a一  過去

一i一  未来

一i一  否定

一akる一

一iki一

一aka一

一6ka一

移動

禁止

同時

仮想

 これらの時辞のうち母音aを含むものは、後ろに目的語辞が続くと、時辞の母音aが

目的語辞と同じ母音Vで現われる。

①時辞一a一

 過去形の時辞一a一の場合について、AとB両方の解釈をしてみ糺

A1母音交替の解釈

  34A）tu －a－ki －bomb－iti

     S（1pl）．時．O（7）「作る」 ．語尾

35A）tu －a－lu －bomb－iti

   S（1pl）一時’O（11）「作る」 一語尾

→ tu－i－ki－bomb－iti

→ twikibombiti

       「我々はそれ（7）を作った」

→ tu－u－lu－bomb－iti

→ tulubombiti

       「我々はそれ（1ユ）を作った」
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B：母音挿入の解釈

 34B）tu－a－kトbomb－iti → tu－a一’一ki－bomb－iti

→ tu－i． 一ki－bomb－iti

→ twikibombiti

35B）tu－a一一u－bomb一趾i → tu－a一四一1u－bomb－iti

→ tu－u －1u－bomb－iti

→ tulubombiti

 時辞一a一の場合には、いずれの解釈でも特に問題は見られない。そうなるとpa一、na、属

辞と同じく、時辞一a一の場合の現象も母音挿入であると考えたほうが、「同じ現われ方は

同じ現象が起きた結果である」という、より合理的な解釈であるということになるだろ

う。ところが次に述べるような場合には母音挿入の解釈が難しくなってくる。

②時辞一aka一

  移動形と呼ばれる時辞一ak5一（LH）、同時形一aka一（LL）、仮想形一至ka一（HL）は、目的

 語辞に後続される場合、aがふたつとも目的語辞の母音と同じ母音で現われる。

36）tu －ak直一ki －bomb－ad3ε

  S（1pl）一時 IO（7）「作る」 一語尾

→ tu－iki－ki－bomb－ad3ε

  twikikibombad3ε

   「我々はそれ（7）を作ってくる」

Cf）目的語辞がない場合

   36’）tu －ak直一bomb－ad3εkibega → twak自bombad3εkibega

     S（ユp1）一時 一「作る」 I語尾 「土鍋s宮（7）」

「我々は土鍋を作ってくる」

接辞内の母音が2つとも目的語辞の母音と同じ音で現われる現象を母音挿入の結果であ

るとするためには、母音が2ヶ所に挿入されたと考える必要がある。目的語辞を一ki一とす

ると、この考えは次のように表わせる。

37） ＿aka－ki＿      一÷ 一a’ka・’一ki一     → 一iki－ki一

 例37の考え方では、ひとつめのVは形態素の境界ではなく形態素の内部に挿入される

ことになってしまうが、これは考え難い。従って、後方のaについては時辞一a一と同じよ

うに考えることができたとしても、前方のaが目的語辞と同じ母音で現われることについ

ては「母音挿入十母音融合」の結果ではあるとは考えられない。さらに次の例を見ると、

時辞と目的語辞の問に起こっている現象を母音挿入とは解釈し難くなってくる。
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③時辞一i一

 母音iを含む時辞の未来形一i一（H）と否定形一i一（L）は、後ろに目的語辞が続く場合、目

的語辞の母音に関係なく一至一、・a一で現われる。

38）tu  －i－ki－bomb－ad3ε

  S（1pl〕．時’O（7）一「作る」 ．語尾

Cf．目的語辞がない場合

   38’）tu －i－bomb－ad3εkibega

     S（1pl〕一時’「作る」 一   「土鍋sg（7）」

→ tu一自一ki－bomb－ad3ε

→ twakibombad3ε

 「我々はそれ（7）を作るつもりだ」

→ twibombad3εkibega

 「我々は土鍋を作るつもりだ」

39）9u －i－lu －bomb－ad3ε

  S（2sg）．時‘0（ユ1）「作る」 一語尾

Cf．目的語辞がない場合

   39’）9u －i－bomb－ad3εluhagi

     S（2sg）．帯’「作る」 一語尾  r皿sg（11）」

→ 9u－a－lu－bomb－ad3ε

→ 9walubombad3ε

 「君はそれ（11）を作ってはいけない」

→ 9wibombad3εluhagi

 「君は皿を作ってはいけない」

 目的語辞の母音に関係なく常に時辞の母音がaで現われるのであるから、これは目的語

辞の母音が挿入されている訳ではない。たとえ「挿入される母音が常にaである」という

これまでとは少し異なった母音挿入を考えたとしても、その場合には時辞一i一は半母音と

して残るはずである。従ってこの時辞の現われ方は母音挿入によるものであるとは考えら

れない。時辞一i一の場合が母音挿入でなく母音交替であるなら、同じ時辞である一a一や一aka一

の場合も母音交替であると考えるべきであろう。

 もうひとつ注意すべき点は、時辞の現われ方は文法機能を持っている、ということであ

る。バンツー諸語の中には、「過去形は末尾母音を動詞語幹の母音と同じ母音に置きかえ

る」といった活用をする言語も少なくない。マテンゴ語の場合も、母音が目的語辞と同じ

母音で現われていれば過去時辞、目的語辞があるのに母音がaで現われていれば未来時辞、

というように、母音によってテンス・アスペクト・ムードが表わされているのである。従っ

て、時辞の母音が目的語辞の母音と同じ母音で現われるという現象は「文法的にも意味的

にも影響を及ぼさない」という挿入母音の枠から外れている。

 ここで、3．2．2に挙げた1人称単数の主語辞の後ろに目的語辞が続いた場合について、も

う一度考えてみたい。この場合は、明らかに目的語辞の母音が挿入されている。しかしな

がら、挿入された母音は主語辞とともにひとつの音節を作ることで、その間に時辞がない

こと、つまりその動詞の時辞がφであることを示しているのである。名詞の前に起こっ

た母音挿入とは違って、これは明確な文法機能を持つ母音である。従って、3．2．2に挙げ

た時辞と目的語辞が結合する際に起こっている現象は、本稿で言うところの「母音挿入」
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とは分けて考えるべきである。一方3．2．1で挙げた現象はどうだろうか。これも確かに母

音が挿入された形跡が残っている。ただし母音の挿入は自由変異であり、挿入してもしな

くても文法的な影響は全くない。また同種の形態素の中に異なる振る舞いをするものがな

いことからも、母音挿入として捉えてもよいだろう。少なくとも母音交替や3．2．2の現象

とは全く別のものである。

 随伴のna、属辞の場合はどうだろうか。いずれも母音がaであるから、これらの母音

が後続する名詞クラス接頭辞の母音と同じ母音で現われるという現象は、単独で考えれば

「naや属辞の母音は後続する名詞クラス接頭辞の母音に置き換えられる」という母音交替

の可能性も十分考えられる。しかしながら、名詞クラス接頭辞が付き、かつ2音節以上の

語幹を持つ名詞でなければ母音に変化が起きないという条件は、場所クラス接頭辞と名詞

クラス接頭辞の間に起こる母音挿入の条件と全く同じである。従って、これらを同じ現象

として扱うのが適当であると思われる。

5．まとめ

 以上見てきたように、母音挿入が起こる環境は、①場所クラス接頭辞、na、属辞が、「名

詞クラス接頭辞一2音節以上の名詞語幹」という構成の名詞の前に接辞される場合、②場

所クラス接頭辞および1，7クラスの名詞クラス接頭辞が、maで始まる3音節以上の固

有名詞の前に接辞される場合、である。maで始まる3音節以上の固有名詞とは、maの

部分を6クラスの名詞クラス接頭辞と捉えれば「名詞クラス接頭辞一2音節以上の名詞語

幹」と同じである。つまりこれは「名詞クラス接頭辞一2音節以上の名詞語幹」に準ずる

ものと言えるだろう。そこでこれらのことをまとめると、母音挿入が起こる環境と条件は

以下のようになる。

40）名詞クラス接頭辞およびそれに準ずるものの前に別の接辞が付加される場合、その

  境界に母音が挿入される。挿入されるのは、境界の直後に位置する音節、つまり名

  詞クラス接頭辞の母音である。ただし名詞クラス接頭辞の後ろにある名詞語幹が2

  音節以上の場合に限られ乱

 3．2．1で見た、母音がuの主語辞の後ろに母音が挿入される現象は、40の条件にはあて

はまっていない。この現象が自由変異であることから、これは元来からの現象ではなく、

名詞クラス接頭辞の母音挿入やその他の音韻規則が過剰適用されているという可能性もあ

る。しかしながらこの現象が目的語辞の前でしか起こっていないことを考えると、形態的

条件のもとで母音挿入が起こっている名詞クラス接頭辞の場合と同様の振る舞いであると

思われる。そこで次のまとめを母音挿入が起こる環境と条件として40に加えることにする。

4ユ）母音にuをもつ主語辞の直後に目的語辞が接辞される場合、その境界に母音が挿
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入される。挿入されるのは、境界の直後に位置する音節、つまり目的語辞の母音で

ある。ただしこの母音挿入は自由変異である。

 母音挿入が起こる環境を見ていくと、それが単に音声的条件のみによるものではないこ

とがわかる。音声的なものであれば、それが接辞であろうと語幹であろうと関係なく同じ

現象が起こるはずであるが、母音挿入の場合には音声的条件に加えて形態的条件が大きく

関わってくる。このように音韻論領域と形態論領域が明確に分けられないのがマテンゴ語

をはじめとするバンツー諸語の特徴のひとつでもある。本稿の中でも示したとおり、形態

素が結合される際にいろいろな音韻現象が重なって起こるため、別な現象であっても結果

的に同じ表層形になってしまうことも少なくない。マテンゴ語では、本稿で扱ったもの以

外にも、形態素結合の際に適用される母音交替や母音調和、さらにそれらのキャンセルな

ど、数多くの規則が見られる。今後はそれらも合わせて、マテンゴ語の母音に関する規則

の全体像を明らかにしていきたいと考えている。

注

1．マテンゴ人の人口は約ユ5万人と言われているが、スワヒリ語の浸透によって多くの若者が自分
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  ゴ語の他にはスワヒリ語と英語を話す。氏の両親、妻ともマテンゴ人である。

3．マテンゴ語は正書法が定まっていない。本稿で用いる表記は、音韻表記を基本としているが、混

 乱を招きそうなところについては簡略化している部分もある。またこの言語は声調言語である

 が、時辞の声調以外は本稿の内容と直接関係しないので表記は省いた。

4．（）内の数字は、その名詞が属する名詞クラスを表わす。名詞クラスについては1．2．2を参照

  のこと。

5．母音iで終わる接辞が限られているため、半母音化しない例はこれらの他に確認できないが、Cj

  という連続を作らない子音には、他にもt，g，p、口がある。

6．バンツー諸語の名詞クラスには、比較研究のためにバンツー祖語を基にして一定のクラス番号

 がつけられている（Guthrie1967b：92，Meeussen1967：97他）。本稿でもそのクラス番号に従っ

  て各名詞クラスに番号を付す。かつては各クラスに意味的な共通点があったとも考えられるが、

 少なくとも現在ではその特定は困難である。

7．なぜmだけが名詞クラス接頭辞とみなされるのか、という問題が残るが、それは「マテンゴ」

  という民族名の成り立ちに関係すると思われる。 「マテンゴ」という民族名は、マテンゴ語の

 “kitεOgu”「森」に由来する（Ebner1987：43）。kitεOguの名詞語幹tεOguに集合を表わす名詞ク

  ラス接頭辞ma一が付き、「森に住む人々」を意味するmatε種gつという名前ができあがったと考

  えられている。そうなると、matεOgつの語頭音節maはもともと名詞クラス接頭辞だったとい

  うことになる。

8．語尾の子音が交替しているが、これはバンツー諸語に広く見られるimbrication（Bastinユ983：

 88）と呼ばれる語尾変化規則が適用されているためである。この規則は本稿の内容には関係し

一38一



米田：マテンゴ語における「母音挿入」

   ていないので、説明は省略する。

9．時辞は、語尾との組み合わせによって動詞のテンス・アスペクト・ムードを表わす。従って「時

   辞」という名称は便宜的なもので、時制の範蟻をかなり越えている。
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